よぼしょぼ電子化書籍　

『勢州鈴鹿山麓孝子萬吉傳・解讀篇』（e3303）

　　　　（略）
　孝子萬吉傳　三橋藤左衞門

　孝子傳附録　石川忠房

　解讀　東川吉嗣

　編輯・電子化製作出版　有限會社與野書房

　　　　（略）

　　　　（略）
表紙mank201.jpg
（原文）

勢州

　鈴鹿山林鹿　　孝子萬吉傳

（讀み）

勢州{せいしゅう}　鈴鹿山麓{すずかさんろく}　孝子{こうし}萬吉傳{まんきちでん}

（意味）

伊勢國の鈴鹿山の麓{ふもと}の孝行息子、萬吉の話。

表紙丁の裏は無地で畫像を略。

　　　　（略）
第二丁表mank203.jpg
（原文）

　　　勢州　鈴鹿山林鹿　孝子萬吉傳

伊勢国鈴鹿郡坂の下古町といふ盤宿よ里六七町尓しに

當里鈴鹿山能ふもとな累往来の街道な里い尓しへハ

此所尓宿有し”加慶安三寅年の秋洪水尓て民屋

損亡セし後今の所へ宿をうつし爰をは古町といふ也

此古町尓善吉とい遍累孝子阿里父盤市右衞門と云し可

所可ら山里なれ者田畑盤も多須少し能山林を持多る

のみ尓天極々能貧家な連ハ街尓出旅人の荷物を持て

其賃銭を取渡世と須志可れとも甚正直なる生連尓して

（讀み）

　　勢州　鈴鹿山麓{すずかさんろく}　孝子萬吉傳

伊勢國鈴鹿郡坂の下古町といふは、宿{しゅく}より六、七町{ちょう}西に

あたり、鈴鹿山の麓{ふもと}なる往來{おうらい}の街道なり。いにしへは

この所に宿{しゅく}在りしが、慶安三、寅年の秋、洪水にて民屋{みんおく}

損亡{そんぼう}せし後{のち}、今の所へ宿{しゅく}を移し、ここをば「古町{ふるまち}」といふなり。

この古町に善吉といへる孝子あり。父は市右衞門といひしが、

所がら山里なれば田畑は持たず、少しの山林を持ちたる

のみにて、極く極くの貧家なれば、街{ちまた}に出{いで}て、旅人の荷物を持ちて、

その賃銭{ちんぜに}を取り渡世{とせい}とす。しかれども甚{はなは}だ正直なる生まれにして

（意味）

　　伊勢國の鈴鹿山の麓{ふもと}の孝行息子、萬吉の話。

伊勢國鈴鹿郡坂の下古町といふ所は、現在の坂の下宿から七百メートルほど西にあり、鈴鹿山の麓{ふもと}の人の行き來が多い街道筋である。昔は、ここが宿場になつてゐたが、慶安三年といふ寅年の秋、洪水で民家が流され、その後{のち}、今の所へ鈴鹿{しゅく}を移したので、、ここを「古町{ふるまち}」といはれてゐる。

　　この古町に善吉といふ親孝行の子がゐる。父親は市右衞門といつたが、ここは山の村で農業のできる田畑が無く、山林を少し持つてゐるだけで、まつたく貧しい家庭で、通りへ出て、旅人の荷物を持ち、その運び賃を貰ひ、生活してゐた。そんな暮しでありながら、生まれつき正直な性格で

（注記）

町{ちよう}　　長さ六十間。メートル法では百九メートルに當る。六町は六百五十四メートル、七町は七百六十三メートル。

街　ちまた。大通り。

　　　　（以下、略）












